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はじめに
児童虐待や幼児を狙った犯罪､少子化､子育て困難など､子どもを取り巻く環境が悪化
している｡福祉専門職として保育士の活動は年々重要性を増している｡それに伴い､保育
士養成施設は地域の保育士を過不足なく供給するという視点から､いかに保育士の質を高
めていくかという視点に移行 してきている｡その契機となったのが 2001年の児童福祉法の
一部改正である｡この一部改正によって､保育士関連の規定が変更となり､それに伴い 2002
年に保育士養成施設の修業科目と単位数､履修方法の変更や (1㌧保育士養成施設の指定 ･
運営の基準の通知 (2)が行われ､保育士養成施設における養成の質の向上が行われたので
ある.当然､各養成施設は従来においても質の高い保育士養成を行 うべくカリキ.1ラムの
改定や学習環境の改善を行ってきたが､それを上回るかのような子どもと家族を取 り巻く
環境の変化があった｡
筆者の勤務校も指定保育士養成施設であり｡これら関係法令の変更にあわせてカリ.キュ
ラムを改定し､その後も地域社会の要請や社会状況を踏まえながら改定をおこなってお り､
現行のカリキュラムは2005年度入学生から適用 している｡理論と実践を有機的に結びつけ
るために実習の事前事後指導にも十分な時間を充てる配慮が行われているO本学における
実習の位置付けは､保育士として､また 1人の社会人とし七育つために重要な機会として
位置付けている(3'｡実習事前事後指導においても､その位置付けを踏まえた指導を行って
いる｡
従来の実習事前事後指導は集団での指導であり､学生個々の学習状況や生活体験を踏ま
えたものではない｡ある学生は帯の使い方や雑巾の絞 り方を知らないまま実習を開始 し､
また ｢子どもが好き｣と言いながら実習で初めて子どもと遊んだという学生もいたO'実習
に行って手遊びができないと言い出す学生や､大声で挨拶することが恥ずかしくて苦手と
いう学生もいた｡このような学生がいることを実習前に把握するよう努めてはきたが十分
ではなかった｡これは学生自身が実習でどのような活動を行 うのか具体的なイメージがで
きず､実習前にどのような準備を行い､あるいはどのようなことが不安なのかが想像でき
なかったのではないかと推測される｡現行のカリキュラム改定時には､保育実習事前事後
指導は少人数化できなかったものの､教育実習 Ⅰではゼミ生を取り入れるととも､本学附
属幼稚園と連携 し ｢プレ実習｣の時間を設定し､子どもと触れ合 うことや､実習の具体的
なイメージができるようにした｡保育実習事前事後指導は教育実習事前事後指導とも連携
しながら､より質の高い保育士養成を行 うようにした｡
この.ような事前指導と､保育実習が終わってから行 う事後指導の間に､養成校の教員が
実習施設 ･園に訪問し､学生に対して指導を行 う ｢訪問指導｣が養成校には義務付けられ
ている｡従来の本学における訪問指導は､ややもすれば ｢実習のお礼｣の色彩が強かった
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ようであるが､より質の高い保育士養成には､訪問指導は欠かせないものである｡理論と
実践を有機的に結びつけるとともに､前述した生活体験の少なさから生じた社会人育成以
前の問題が発生しないように､訪問指導は保育実習の具体的イメージをもてない学生や､
準備ができなかった学生や､自主的にも十分な事前学習を行いながら実習で思うような活
動ができていない学生に対しての軌道修正を促す重要なものとなっている｡
本稿では理論と実践を有機的に結びつけ､子どもの心身の発達を保障することができる
児童福祉専門職としての保育士となるよう､保育実習指導の一部となる訪問指導について
福祉専門職のスタンダー ドな資格である社会福祉士と比較しながら内容を整理し､本学に
おける保育実習訪問指導の現状をまとめ､その改善について若干の考察を行 うものである｡
保育実習における養成施設の指導について
保育士養成に関しては､日本国憲法および児童福祉法､その他関連条約等の理念を具体
化するために保育士関連の法令が整備され､児童福祉法施行規則 6条の 2により､地方厚
生局長等が養成施設を指定することになっている｡
以下はこれら関連法令を基に2002年に出された厚生労働省雇用均等･児童家庭局長通知
の保育実習に関する部分である｡
保育実習実施基準
第 1 保育実習の目的
保育実習は､その習得した教科全体の知識､技能を基礎とし､これらを総合的に実践
する応用能力を養 うため､児童に対する理解を通じて保育の理論と実践の関係につい
て習熟させることを目的とする｡
第 2 履修の方法 ′
1 保育実習は､次表の第 3欄に掲げる施設につき､同表第 2欄に掲げる履修方法に
より行 うものとする｡
実習種別(第 1欄) ~履修方法(第 2欄) 実習施設(第3梱)
単位数 施設におけるおおむねの実習目数
備考 1 第 3欄に掲げる実習施設の種別は､次によるものであること｡
(A)･-保育所及び乳児院､母子生活支援施設､児童養護施設､知的睡害児施設､盲ろう
あ児施設､肢体不自由児施設､重症心身障害児施設､情緒障害児短期治療施設､児童
自立支援施設､知的障害者更生施設(入所)､知的障害者授産施設(入所)､児童相談所
一時保護施設又は独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園
(B)･-保育所
(C)-児童厚生施設又は知的障害児通園施設そのー他社会福祉関係諸法令の規定に基づ
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き設置されている施設であって保育実習を行 う施設 として適当と認められるもの(保
育所は除く｡)
備考 2 保育実習(必修科目)5単位の履修方法は､実習に関する事前及び事後指導 1
単位のほか､保育所における実習 2単位及び､その他(A)に掲げる保育所以外の施設に
おける実習 2単位 とする｡
備考 3 配偶者のない女子で現に児童を扶養 している者又は配偶者のない女子 として
児童を扶養 していたことのある者であって､その者が ｢特別保育事業の実施について｣
(平成 12年 3月 29日児発第 247号)に規定する家庭的保育事業において､補助者 とし
て､20日以上従事 している又は過去に従事していたことのある場合にあっては､当該
事業に補助者 として従事している又は過去に従事 していたことをもって､保育実習(必
修科目)のうち保育所における実習 2単位及び保育実習Ⅱ(選択必修科 目)を履修 した
ものとすることができる｡
2 保育実習を行 う児童福祉施設等及びその配当単位数は､指定保育士養成施設の所
長が定めるものとする｡
3 保育実習を行 う時期は､原則として第 2学年の期間内とし､修業年限が 3年以上
の夜間部､昼間定時制部又は通信教育部については､第 3学年の期間内を原則 とす
る｡
4 実習施設に 1回に派遣する実習生の数は､その実習施設の規模､人的組織等の指
導能力を考慮 して定めるものとし､多人数にわたらないように特に留意するものと
する｡
5 指定保育士養成施設の所長は､毎学年度の始めに実習施設その他の関係者 と協議
を行い､その学年度の保育実習計画を策定するものとし､この計画には､全体の方
針､実習の段階､内容､施設別の期間､時間数､学生の数､実習前後の学習に対す
る指導方法､実習の記録､評価の方法等が明らかにされなければならないものとす
る｡
6 実習において知 り得た個人の秘密の保持について､実習生が十分配慮するよう指
導すること｡
第 3 実習施設の選定等
1 指定保育士養成施設の所長は､実習施設の選定に当たっては､実習の効果が指導
者の能力に負 うところが大きいことから､特に施設長､保育士､その他の職員の人
的組織を通 じて保育についての指導能力が充実している施設のうちから選定するよ
うに努めるものとする｡
特に､保育所の選定に当たっては､乳児保育､障害児保育及び一時保育等の多様な
保育サービスを実施 しているところで総合的な実習を行 うことが望ましいことから､
この点に留意すること｡
2 指定保育士養成施設の所長は､児童福祉施設以外の施設を実習施設として選定す
る場合に当たっては､保育士が直接入所者の指導に従事 している施設を選定するも
のとする｡なお､その施設の設備に比較的余裕があること､実習生の交通条件等に
ついても配慮するものとする｡
3 指定保育士養成施設の所長は､教員のうちから実習指導者を定め､実習に関する
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全般的な事項を担当させることとし､また､実習施設においては､その長及び保育
士のうちから実習指導者を定めるものとする｡これらの実習指導者は､保育実習の
目的を達成するため､指定保育士養成施設の実習指導者が中心となって相互に緊密
な連絡をとるように努めるものとする｡
4 指定保育士養成施設の実習指導者は､実習期間中に少なくとも 1回以上実習施設
を訪問して学生を指導すること｡なお､これにより難い場合は､それと同等の体制
を確保すること｡-
5 指定保育士養成施設の実習指導者は､実習期間中に､学生に指導 した内容をその
都度､記録すること｡また､実習施設の実習指導者に対しては､･毎日､実習の記録
の確認及び指導内容を記述するよう依頼する等､実習を効果的に進められるよう配
慮すること｡ ､
引用 厚生労働省 ｢指定保育士養成施設の指定及び運用の基準について 別紙 2保育
実習実施基準｣(平成 15年 12月 9日 雇児発第 1209001号) 厚生労働省･2003
これを見ると､保育士資格を取得するために行 う保育実習は､必修科目である ｢保育実
習｣5単位に加え､選択必修科目の ｢保育実習Ⅱ｣または ｢保育実習Ⅲ｣のどちらかの科
目を2単位､合計17単位の履修が必要であることがわかる｡このうち ｢保育実習｣は､事
前事後指導 1単位､保育所での実習 2単位､児童福祉施設での実習 2単位の合計 5単位で
構成されている｡この ｢保育実習｣については以下のように設定されている｡
<科 目名>
保育実習(実習 ･5単位)
<目標> L
l 児童福祉施設の内容､機能等を実践現場での体験を通 して理解させる｡
2 既習の教科全体の知識･技能を基礎とし､これ らを総合的に実践する応用力を養 う｡
3 保育士としての職業倫理と子どもの最善の利益の具体化について学ばせる｡
<内容>
【保育実習指導(1単位)】
(ねらい)
保育実習を円滑に進めていくための知識 ･技術を習得 し､学習内容 ･課題を明確化
するとともに､実習体験を深化させる｡
(内容)
1 事前指導として学内において講義や視聴覚学習等を用いた演習を行い､また実習
施設において見学 ･オリエンテーション等を行 う｡ とりあげる内容は次の通 りで
ある｡
(1) 保育実習の意義 ･目的 ･内容の理解
(2) 保育実習の方法の理解
(3) 実習の心構えの理解｡特に個人のプライバシーの保護 と守秘義務､子どもの人
権尊重についての理解｡
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(4) 実習課題の明確化
(5) 実習記録.p意義 ･.方法の理解LI
I(6) 実習施設の理解
2 実習中に巡回指導を行い､実習施設の実習指導担当者 と?連携のもとに､実習生
-のスーパービジョンを行 う｡一
3 実習終了後に､-ー事後指導 として実習総括 ･評価を行い､新たな学習 目標を明確化
させる｡
【保育所における実習(2単位)】
(ねらい)
･保育所の生活に参加 し､乳幼児-の理解を深めるとともに､保育所の機能 とそこで
の保育士の職務について学ばせる｡
(内容)
1.実習施設につい′て理解させる ノ
2 保育の丁目の流れを理解 し､参加 させる
3 子どもの観察や関わりを通して乳幼児の発達を理解させる
I4 保育計画 ･指導計画を理解させる
5 生活や遊びなどの一部分を担当し､保育技術を習得させる
6 職員間の役割分担とチームワークについて理解させる ･
7 記録や保護者 とのモミュニケ-ションなどを通 して家庭･地域社会を理解させる
8 子 どもの最善の利益を具体化する方法について学ばせる
9 保育士としての倫理を具体的に学ばせる
10 安全及び疾病予防-の配慮について理解させる
【居住型児童福祉施設等における実習(2単位)】
(ねらい)
居住型児童福祉施設等の生活に参加 し､子ども-の理解を深めるとともに､居住型
児童福祉施設等の機能とそこでの保育士の職務笹ついて学ばせる｡
(内容)
1 実習施設につ十 て理解させる
2 養護の一日の流れを理解 し､参加 させる
3 子どもの観察や関わりを嘩 して､子どものニーズを理解させる
4 援助計画を理解させる
5 生活や援助などの一部分を担当し､養護技術を習得させる
6 職員間の役割分担とチームワークについて理解させる
7 記録や保護者とのコミュニケーションなどを通 して家庭･地域社会を理解させる
8 子どもの最善の利益についての配慮を学ばせる
9 保育士としての職業倫理を理解させる
10 安全及び疾病予防-の配慮について理解させ与 .
引用 厚生労働省 ｢指定保育士養成施設の指定及び運用の基準につVL､て 別紙.3教科
目の教授内容｣(平成 15年 12月 9日 雇児発第 1209001号) 厚生労働省 2003
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保育実習指導の内容の 1には事前指導､2には実習保育所 ･施設に訪問して行 う巡回指
導､ 3には事後指導の内容が定められている｡ 2においては､施設の実習指導担当者との
連携を行い､その上で実習生-スーパービジョンを行う必要があり､養成施設の実習担当
者にスーパービジョンを行 うことが求められている｡社会福祉のスタンダー ドな資格であ
る社会福祉士の養成においては､訪問指導､スーパービジョンにおいて次のように定めら
れている｡
8 実習に関する事項
(3) 実習施設は､実習担当教員による週 1回以上の定期的巡回指導が可能な地域に存
すること
引用 ｢社会福祉士養成施設等指導要領及び介護福祉士養成施設等指導要領について｣
(昭和 63年 1月 14日 社庶第 3号 各都道府県知事あて厚生省社会局長通知)
とあり､社会福祉士養成においては､｢スーパービジョン｣という文言は使われていないが､
実習施設が定期的に巡回指導が可能な地域と示されており､保育士の訪問指導よりも確実_
に指導を行 うことが求められていることが読み取れる｡社会福祉士養成における科目のう
ち',実習にかかわる科目は ｢社会福祉援助技術論｣｢社会福祉援助技術演習｣｢社会福祉援
助技術現場実習｣に加え､事前事後指導である ｢社会福祉援助技術現場実習指導｣が設け
られ､科目の目標及び内容は以下のように定められている｡
社会福祉士養成施設等における授業科目の目標及び内容
｢社会福祉援助技術論｣
【目標】
1 基本的コミュニケーションや人との付き合い方などの円滑な人間関係形成を図る
ための方法について理解させる｡
2 人権尊重､権利擁護､自立支援等の観点を踏まえた社会福祉サービスと援助活動の
関係について､理解させる｡
3 福祉専門職と専門援助技術の関係について理解させる｡
4 社会福祉援助活動の展開過程を重視 しながら､その日的 ･価値 ･原則及び体系とそ
こにおける共通課題について理解させる｡
5 社会福祉援助活動における専門援助技術の体系について理解させる｡
6 社会福祉援助技術に由来する倫理について理解させる｡
【内容】
1 社会福祉サービスと援助活動の関係
2 福祉専門職と専門援助技術の関係
3 専門援助技術の歴史的展開
4 社会福祉援助活動の目的一･価値 ･原則及び諸過程と共通課鰭
1)社会福祉援助活動の目的と価値
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2)社会福祉援助活動の原則(人権尊重､権利擁護､自立支援等を含む)
3)社会福祉援助活動の展開過程
①援助開始時の面接(インテーク)と事前評価(アセスメント)
②援助計画の作成
③援助活動の実施
④援助活動の評価
4)社会福祉援助活動の共通課題
①契約 ･介入 ･課題の意義と方法
②面接の意義と方法
③記録の意義と方法
④評価の意義と方法
6)専門職相互による助言協力(スーパービジョン)の意義と方法
⑥個別事象の継続的援助(ケースマネージメン ト)の意義と方法
5 専門援助技術の体系及び内容
･1)直接援助技術
①個別援助技術(ケースワーク)
②集団援助技術(グループワーク)
2)間接援助技術
①地域援助技術(コミュニティワーク)の理論と技術
イ 地域援助技術の概念と基本的性格
ロ 地域社会の組織化
ハ 地域援助技術
(塾社会福祉調査法の理論と技術
イ 社会福祉調査の基本的性格と類型
誓 統計調査法における調査技術
ハ 事例調査における調査技術
③社会福祉の運営(ソーシャル ･ア ドミニス トレ｢ション)と計画の技術
3)その他の関連専門援助技術(介護保険法における居宅サービス計画及び施設サ
ービス計画を含む)
6 社会福祉援助活動の場と専門援助技術
ケ 専門援助技術と倫理
8 専門援助技術の統合化とチームによる対応
9 専門援助技術をめぐる我が国及び諸外国の動向 ~
｢社会福祉援助技術演習｣
【目標】
1 社会福祉の専門援助技術を､具体的な事例や援助場面を想定した実技指導(ロール
^プレーイング等)を中心とする演習形態により､社会福祉援助技術に関する講義及び
現場実習と関連させながら､個別指導ならびに集団指導を通-してその精度を高めつ
つ習得させる｡
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2 学生個々人が自分自身で学習し､考え､主体的に行動する態度を酒養する｡
3 演習のなかで､具体的に人権尊重､権利擁護､自立支援について理解 しJ実際に行
動できるようlにする.さらに､在宅での生活支援も視野に入れて理解させる.
【内容】
具体的な援助事例を体系的にとりあげるなどして､社会福祉援助技術をその援助過
程を含め具体的に理解させるため担当教員による個別指導並びに集団指導のもとで､
学生自身が積極的に参加できる様にすすめる｡
さらに､基本的なコミュニケーション等含めた社会福祉援助技術が学生個々人に身
につくよう､具体的な援助場面を想定した実技指導(ロール7p.レ-イング等)を実施す
る｡
その際､次の点に留意すること｡
1 実習前においては､具体的な課題別の事例を活用し､相談援助業務に必要な専門援
助技術､面接実技､ー記録実技､評価 ･効果測定実技等についての指導を行い､講義
の内容を深めたり実習の教育効果があがるようにする｡.
2 実習後においては､実習総括をふまえて､社会福祉援助技術をより深めて身につけ
させるようにする｡
｢社会福祉援助技術現場実習｣
【目標】
1 現場体験を通して社会福祉専門職,(社会福祉士)として仕事をするうえで必要な｢専
門知識｣､｢専門援助技術｣及び ｢関連知識｣の内容の理解を深やる0
2 ｢専門知識｣､｢専門援助技術｣及び ｢関連知識｣を実際に活用し､相談援助業務に
必要となる資質 ･能力 ･技術を習得する｡
3 職業倫理を身につけ､福祉専門職としての自覚にもとづいた行動ができるようにす
る｡
4 具体的な体験や援助活動を､専門的援助技術として概念化し理論化し体系だててい
くことができる能力を酒養する｡
5 関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を理解する｡
【内容】
社会福祉援助技術現場実習を実施する際には､下記の点に留意すること｡
①配属実習に際しては､健康診断等の方法により､実習生が長好な健康華態にあるこ
とを確認 したうえで配属させること｡
②実習先は､巡回指導が随時可能な範囲で選定することとし､実習中の個別指導を十
分行 うようにすること｡
③ ｢実習記録ノー ト｣については､単なる記録とならない様にあ らかじめ学生CPこ指導
するとともに､その内容については､個別指導に十分生かすようにすること｡
④実習中においては -ヾ下記の点 に留意して実習を行 うものとする｡ L
∴ ア)利用者やその関係者､施設 ･機関･.団体等の職員やボランティア等との基本的な
コミュニケ-ショ′ンや人との付き合い方などの円滑な人間関係を形成する能力を
強める｡
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･イ)利用者を理解し､その需要を把握する能力を強める｡
ウ)利用者やその関係者(家族 ･親族 ･友人等)と援助関係を作る能力を強める｡
エ)利用者やその関係者(家族 ･親族 ･友人等)の問題解決能力を高めるように援助す
る能力を強める｡
オ)福祉専門職(社会福祉士)としての職業倫理､施設 ･機関･団体の経営や職員の就
業などに関する規定を学び､組織の⊥員として仕事を計画し､責任を果す能力を
強める｡
カ)実習生が､当該実習先がコミュニティの中の機関･施設であることを理解すると
ともに､具体的なコミュニティ-の働きかけについて学び､その援助のための能
力を強化する｡
･キ)福祉専門職(社会福祉士)のあるべき姿と必要な能力を実際に学び､自己を客観祝
し､解決すべき自己の課題を明確化し､理解を深める｡
｢社会福祉援助技術現場実習指導｣
【目標】
1 社会福祉援助技術現場実習の意義について理解させる｡
2 社会福祉援助技術現場実習を通じて､養成施設で学んだ知識､技術等を具体的かつ
実際的に理解できるよう指導する｡
3 実践的な技術等を体得できるよう指導する｡
4 福祉に関する相談援助の専門職としての自覚を促 し､専門職として求められる資質､
技能､倫理､自己に求められる課題把握等､総合的に対応できる能力を習得できる
ように指導する｡
【内容】
社会福祉援助技術現場実習指導には､下記の内容を必ず含めることとする｡
1 実習オリエンテーション
2 視聴覚学習
3 現場体験学習及び見学実習(実際の介護サービスの理解や各種サービスの利用体験
等を含む)
4 巡回指導
5 実習記録に基づく実習総括レポー トの作成
6 実習の評価全体総括会
(注) ① ･社会福祉援助技術現場実習を効果的にすすめるため､実習生用の ｢実習
指導マニュアル ｣及び ｢実習記録ノー ト｣を作成し､実習指導に活用す
ること｡
ア)実習前においては､下記の点に留意して個別指導を行 うものとする｡
a)実習生が､実習の意義､目的を理解し､適切な実習計画を作成する｡
b)実習生に自己の選択 した実習分野と施設について基本的な知識を
もたせる｡
C)実習生に実習先で必要とされる専門援助技術の基礎について十分
理解させる｡
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d)実習生に個人のプライバシーの保護 と守秘義務等について十分理
解させる｡
イ)実習後においては､その実習内容についての達成度を評価し､必要な
個別指導を行 うものとする｡
② 配属実習が効果的に行われるよう､実習生と実習担当専任教員が､実習
先の実習指導担当者 と十分協議 して､実習が確実に実施できるよう実習
計画を作成すること｡
③ 実習の評価基準を明確にし､評価に際 しては実習先の実習指導担当者の
評定はもとより､実習生本人の自己評価についても考慮 して行 うこと｡
引用 ｢社会福祉養成施設等における授業科目の目標及び内容並びに介護福祉士養成施
設等における授業科目の目標及び内容の改正について(通知) 別添 1｣(平成 11年 11
月 11日 社援第二六六七号 厚生省社会 ･援護局長通知)
社会福祉士の業務の中心はソーシャルワークであり､新人ソーシャルワーカーを育てて
いくためには､先輩ソーシャルワーカーによるスーパービジョンは必要不可欠である.大
学で学んだソーシャルワークの理論とそれを基にした演習を実践するのが実習であり､ス
ーパービジョンにより理論 と実践を有機的に結びつけていくためには､現場のソーシャル
ワーカーのみならず､巡回指導におけるスーパービジョンは必須であるoそのため､教員
の資格についても定められている｡
教員資格とスーパービジョン
社会福祉士養成に関する教員資格は以下の通 りであるO も
社会福祉士養成施設等指導要領
5 教員に関する事項
(3) 指定規則第 6条第一号及び第二号に定める専任教員は､社会福祉原論､老人福祉
論､障害者福祉論､児童福祉論､社会福祉援助技術論､社会福祉援助技術演習､
社会福祉援助技術現場実習又は社会福祉援助技術現場実習指導を教授できる者で
あること｡
(4) 指定規則第 5条第一号及び第二号に定める専任教員は､社会福祉援助技術論､社
会福祉援助技術演習､社会福祉援助技術現場実習又は社会福祉援助技術現場実習
指導を教授できる者である＼こと｡
(5) 通信課程においては､添削指導を担当できる者(以下､｢添削指導者｣という｡)
を置くものとする｡
(6) 各科目毎の教員(添削指導者を含む｡)の資格要件については､次のとお りとする
イ 社会福祉援助技術論､社会福祉援助技術演習､社会福祉援助技術現場実習及び
社会福祉援助技術現場実習指導
(ア) 大学院､大学､短期大学及びこれらに準ずる教育機関において､法令
の規定に従い､当該科目を担当する教授､助教授又は講師(非常勤を含
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む｡)として選考された者
(イ) 専修学校の専門課程の専任教員として､当該科目を3年以上担当した
経験のある者
(ウ) 大学院において､当該科目に関する研究領域を専攻 した者で修士又は
博士の学位を有する者
(エ) 社会福祉士資格取得後､5年以上相談援助業務に従事 した経験のある
者
(オ) 社会福祉援助技術現場実習及び社会福祉援助技術現場実習指導につい
ては､社会福祉援助技術論､社会福祉援助技術演習を教授できる者 も含
む｡
引用 ｢社会福祉士養成施設等指導要領及び介護福祉士養成施設等指導要領について
別添 1｣(昭和 63年 1月 14日 社庶第 3号 厚生省社会局長通知)
一方､保育士養成に携わる保育士養成施設の教員は次のように定められている｡
4 教職員組織及び教員の資格等
指定保育士養成施設は､所長､教科担当教員及び事務執行に必要な職員をもって組織
すること｡
(2) 教科担当教員
イ 資格
教科担当専任教員は､次のいずれかに該当する者であって､教育の能力があると認
められた者であること｡
(ア) 博士又は修士の学位を有し､研究上の業績のある者
(イ) 研究上の業績が(ア)に掲げる者に準ずると認められる者
(ウ) 教育上､学問上の業績ある教育経験者
(エ) 学術技能に秀でた者
(オ) 児童福祉事業に関し特に業績のある者
ウ 非常勤教員を置く場合には､教科担当専任教員に準ずる者又は専門科 目に関する
実務に深い経験を有する者であること｡
引用 ｢指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について 別紙 1｣(平成 15年 12月
9日 雇児発第 1209001号 厚生労働省雇用均等 ･児童家庭局長通知) 2003厚生労働
省
養成施設の担当者は以下のように定められている｡
第 3実習施設の選定等
3 指定保育士養成施設の所長は､教員の うちから実習指導者を定め､実習に関する全
般的な事項を担当させることとし､また､実習施設においては､その長及び保育士の
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うちから実習指導者を定めるものとする｡これらの実習指導者は､保育実習の目的を
達成するため､指定保育士養成施設の実習指導者が中心となって相互に緊密な連絡を
とるように努めるものとする｡
引用 厚生労働省 ｢指定保育士養成施設の指定及び運用の基準について 別紙 2｣(平成
15年 12月 9日 雇児発第 1209001号 厚生労働省雇用均等 ･児童家庭局長通知) 2003
厚生労働省
養成施設の実習指導者は養成施設の長が定めることになっている｡実習指導のできる教
員が実習指導者 として指定されている養成施設がほとんどであろう｡養成施設の実習指導
者が実習図 ･施設に訪問指導を行い､スーパービジョンを行 うことでより質の高い保育士
養成を行 うことができる｡ しかし､養成施設によっては 200人を超える学生が在籍 してお
り､それを 1人の指導者が訪問指導することは不可能である｡それに関して以下のような
定めがある｡
4 指定保育土養成施設の実習指導者は､実習期間中に少なくとも 1回以上実習施設を
訪問 して学生を指導すること｡なお､これにより難い場合は､それと同等の体制を確保
すること｡
引用 厚生労働省 ｢指定保育士養成施設の指定及び運用の基準について 別紙 2｣ (平
成 15年 12月 9日 雇児発第 1209001号 厚生労働省雇用均等 ･児童家庭局長通知)
I2003厚生労働省
これによれば､実習期間中に少なくとも 1回は訪問指導しなければならないが､難 しい
場合には同等の体制を確保するとなっている｡約 8割 の養成校が巡回指導の担当者を全教
員で行っている…｡本学においても幼児教育学科の教員で分担 して実習施設の訪問を行っ
ているところである｡ここで問題になってくるのが､巡回訪問を行 う全ての教員がスーパ
ービジョンを行えるのかという問題である｡
保育士養成におけるスーパービジョンとその実践
社会福祉士の業務が相談援助を中心としたソーシャルワーカーなのに対 し､保育士の場
合は児童と子育て家庭を対象としたケアワーカーであるのと同時にソーシャルワーカーで
もある｡保育実習における訪問指導では､■ケアワーカーとソーシャルワーカー両面からの
スーパービジョンが必要となる｡この保育士養成におけるスーパービジョンについて､全
国保育士養成協議会では次のように提案 している(I-一o
l 実習生の様子の把握 と指導 ･助言
①心身の健康状態､気がか りなこと困っていること等について確認するt
②不安等の気持ちを受け止める｡
③励ます｡
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2 実習の状況の確認と調整
(D実習生からの質問や相談に応 じる｡
②実習施設に関する実習生の理解について確認する｡
③学習状況 ･実習計画を確認する｡
④実習課題の取組み状況を確認 し､前項との関係等必要に応 じて変更 ･修正などの指
導をする｡
⑤実習内容 ･学んだことを適切に記録化できていることを確認する｡
⑥施設側の実習指導プログラムおよび指導方法について､実習生の受け止め方や希望
を確認する｡
⑦実習中にあった具体的 トラブルや口頭で受けた指導等を確認する｡
⑧必要に応 じて施設側からの指摘や要望事項を学生に伝える｡
3 子ども (利用者)･との関係の確認と指導
(D子ども(利用者)との関係形成に関する問題点の有無を確認し､必要な指導をする0
4 指導担当職員を含めた全職員との関係の確認と調整
①指導担当職員やその他の職員との関係形成に関する問題点の有無を確認 し､必要に
応じて適切な対応 ･処置をする｡
5 指導担当職員-の連絡 ･依頼内容
①養成校における事前の指導内容を指導担当職員に正確に伝えるo
②必要に応 じて実習生の要望事項や悩みを指導担当職員に伝える0
③必要に応じて実習指導プログラムや指導内容の調整を指導担当職員に依頼する｡
6 養成校側の教育方針や方法と実習施設の実習指導プログラムや方法との調整
①指導担当職員から養成校-の要望を聞く｡
②必要に応じて実習指導プログラムや方法について双方で調整する｡
③養成校の実習目標と評価方法について､指導担当職員に理解されていることを確認
する｡
④指導担当職員と実習指導のあり方について話し合 う｡
保育所保育の特徴である養護と､福祉専門職に必要不可欠な技術である援助技術を確実
なものにするためにも､上記のように巡回指導を行 う教員が､保育実習の訪問指導におい
て理論と実践を有機的に結びつけるための指導を行 う必要がある｡しかしながら､各教員
の経験の差や研究領域の違いにより､全ての学生に対して同等の指導ができない可能性が
ある｡本学においても経験の長い教員と短い教員､領域の異なる教員など､様々な教員が
いることに加え､従来からの ｢実習のお礼｣の意味が強いことから､何らかの改善が必要
と考えられた｡ ミニマムスタンダー ドで示された内容のうち､特に確認 ･調整 ･対応 して
欲しい事柄を半構造化して面談ができるように訪問指導の報告書に要点の記載するなどの
改訂を行った (図表 1)0
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図表 1 新 しく作成 した実習訪問の記録用紙
2005年度 実習巡回指導記録
実習種別 保育実習 Ⅰ (保育所) .Ⅰ (施設) . Ⅱ . Ⅲ
実習生 1`.2学年 …学籍番号 10- 至氏名
施設名称
園対応者 (職名) 訪問者 ー
訪問日 年 月 日
巡回内容(該当事項をすべて○) 面談 .実習生-の指導 .実習観察 .その他
面談の形態 1.三者面談 (実習生 .実習園指導者 .訪問指導者)2 二 訪問指導者)
(該当事項すべて○) 3.二者面談 (実習園指導者 .訪問指導者)
4.その他 ( )
-学生への対応 実習園-の対応
実習生の様子･心身状態不安 .の 況施設､実習内容の理解 日誌実習 目的指導いただいたことなど
利用者 との関係職員との関係･関係形成と問題点トラブル など
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この報告書のベースは前出のミニマムスタンダー ドで提案された実習訪問指導報告書の
訪問指導記録様式例を参考に､勤務校の現状に合わせたものである(6'｡この報告書は､実
習訪問指導時に直接書き込むことを想定しており､要点を確認 しながら面談し､教員によ
っては書き込みながら面談の内容を整理できるように配慮した｡施設の状況にもよるが､
訪問指導の際に若干のお時間を頂いて報告書の各項目を確認しながら面談させていただく
ことで､スーパービジョンの質の向上と均一化を行うことができるものと考えている｡
新しい報告書の運用によって生じた問題に対する考察
報告書は2005年 11月からの保育実習 Ⅰ (保育所)から使用を開始しているが､その後
の検討については2006年 2-3月に実施する保育実習 Ⅰ (施設)および同Ⅱでの使用を含
めて総合的に行いたいと考えている｡しかしながら､既にいくつかの問題が出てきている｡
このいくつかの問題点について若干の考察を行いたい｡
ひとつは､実習訪問における時間についてである｡毎回､施設長 ･園長先生､職員の方々
に.､お時間を割いていただいている.前出のミニマムスタンダー ドでは､おおよそスーパ
ービジョンにかかる時間を実習生ひとりあたりの目安として 30分という時間を示してい
る(7)｡しかしながら､お忙しい中でご対応いただいており､状況によってはこの目安とな
る時間よりも短い時間での訪問となる｡その一方で､従来の ｢実習のお礼｣ではなく､ス
ーパービジョンを行うことから､30分でも時間が不足する可能性が出てくる｡これについ
ては､短い時間であれば内容を精選し､密度の高い面談とすることで解決できるものと考
えた｡勤務校の場合､訪問時に特に確認して欲しいことや実習-の不安などを学生が記入
できるカー ドを作成し､保育実習直前に記入させている｡学生自身が不安に思う事柄や実
習に向けて特に努力した事などを文章にさせることで､これまでの行動を言語化し､自分
自身の行動や感情を整理させている｡このプロセスによって提出されたカー ドは､短時間
での訪問指導時にポイントを絞った不安の確認と励ましに効果を上げ､密度の高い面談が
できるものと考えている｡
もうひとつの問題として､施設 ･園の実習指導が信用できないのかとのクレームがあっ
たことである｡学生-のスーパービジョンの時間が長く､内容も深まることで､施設 ･園
の指導を否定しているかのような誤解を与えてしまった可能性があるC実習は理論と実践
を有機的に結びつけるものであり､実習施設 ･園でのご指導は､理論と実践を結びつける
ための場である｡学生は､自分より先に理論と実践を結びつけた先輩方のご指導を直接に
受けられる機会でもあり､学んだ理論をどのように実践として結びつけるのかを先輩方の
一挙手一投足に注目し､身をもって得ようとしている｡貴重なお時間を割いてご指導いた
だいたことを全て吸収し､それを実践で生かすために､学生が理論をどのように学んでき
たのかを把握 している教員が訪問する意義は大きいと考えている｡多くのことを得ようと
して消化不良になっている学生に対しては､ともに大学での学びを再度確認 しながら､先
輩方のご指導をより深く理解できるように促す事が訪問指導担当教員の役割になるととも
に､施設 ･園でご指導いただいたことを持ち帰り､実践したことをともに振り返 りながら
学生個々の実習後の学習を行うことができるものと考えている｡
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おわりに
筆者の勤務校においては､筆者が勤務する前には訪問指導は ｢実習のお礼｣の色彩が強
く､現任校に着任 した当初は社会福祉士を養成 していた大学から移ったこともあり､方向
転換が必要だと感 じた｡学科の出発が幼稚園教諭の養成であったためであろうか､保育士
は専門職就職のかなりの割合を占めるのにもかかわらず､その養成はあまり重要視されて
いないようにも思えた｡2005年度 ･2006年度入学生用のカリキュラムは､幼稚園教諭養成
はもちろんのこと､より質の高い保育士養成も視野に入れて構成されている｡ しかし､学
科内の保育士養成に対する意識の大きい変化は､学科内でミニマムスタンダー ドの小冊子
が配布 された 2005年 10月の学科会議を待たなければならなかった｡現在､厚生労働省は
より質の高い保育士養成を各養成校に指示 してお り､現任校においても関係法令と指導を
遵守 した養成を行っている｡保育士養成におけるスーパービジョンも､質の高い児童福祉
専門職 としての保育士を養成するために必要不可欠なものである｡
今後も質の高い保育士養成を行い､社会貢献のできる専門職を送 り出したいと考えてい
る｡実習施設 ･園の先生方には､訪問指導についても､引き続きご理解とご協力をお願い
して行きたい｡
引用文献 ･参考文献
(1)厚生労働省雇用均等 ･r児童家庭局長 ｢児童福祉法施行規則第 39条の 2第 1項第 3
号の指定保育士養成施設の修業教科目及び単位数並びに履修方法｣の施行について(平
成 13年 9月 7日 雇児発第 583号 各都道府県知事 ･各指定都市市長 ･各中核市市長
あて厚生労働省雇用均等 ･児童家庭局長通知)厚生労働省 2001
′ (2)厚生労働省雇用均等 ･児童家庭局長 ｢指定保育士養成施設の指定及び運営の基準に
ついて｣(平成 15年 12月 9日 雇児発第 1209001号 各都道府県知事 ･各指定都市市
長 ･各中核市市長あて厚生労働省雇用均等 ･児童家庭局長通知)厚生労働省 2003
(3)菱田隆昭 ｢幼児教育学科05年の指針｣上田女子短期大学通信 ･燦燦 57上田女子
短期大学2005
(4)(社)全国保育士養成協議会 ｢効果的な保育実習のあり方に関する研究 Ⅰ～保育実
習の実態調査から～｣保育士養成資料集第 36号 (社)全国保育士養成協議会2002
(5)(社)全国保育士養成協議会 ｢効果的な保育実習のあり方に関する研究Ⅲ～保育実
習指導のミニマムスタンダー ド～｣ 保育士養成資料集第 42号 (社)全国保育士養成
協議会 2005
(6)(社)全国保育士養成協議会 ｢効果的な保育実習のあり方に関する研究Ⅲ～保育実
習指導のミニマムスタンダー ド～｣ 保育士養成資料集第 42号 (社)全国保育士養成
協議会 2005
(7)(社)全国保育士養成協議会 ｢効果的な保育実習のあり方に関する研究Ⅲ～保育実
習指導のミニマムスタンダー ド～｣ 保育士養成資料集第 42号 (社)全国保育士養成
協議会 2005
福山和女･米本秀仁/編著 社会福祉士養成テキストブック5 社会福祉援助技術現場実習
指導 ･現場実習 ミネルバヴァ書房 2002
-56-
(社)全国保育士養成協議会 保育士養成資料集第 40号 (社)全国保育士養成協議会 2004
(社)全国保育士養成協議会 保育士養成資料集第 44号 (社)全国保育士養成協議会 2006
厚生省 ｢社会福祉士養成施設等指導要領及び介護福祉士養成施設等指導要領について｣(昭
和 63年 1月 14日 社庶第 3号 各都道府県知事あて厚生省社会局長通知)厚生省 1988
厚生省 ｢社会福祉養成施設等における授業科 目?目標及び内容並びに介護福祉士養成施設
等における授業科 目の目標及び内容の改正について(通知)｣(平成 11年 11月 11日 社
援第二六六七号 厚生省社会 ･援護局長通知)厚生省 1999
-57-
